
jiisaPRO
オプションツールマニュアル

・入荷登録詳細入力

・B品SCANツール

・ASNツール

・独自アパレル管理

URL ： https://www.jiisa-pro.jp/

http://jiisa-pro.jp/


HOME画面
検品作業新規登録から進む

入荷登録明細入力



①アパレル 選択式
TSI、シップス以外は、検品所独自マスタを選択(登録済)

②契約No
TSI、シップス以外は、GL200620001(GL年2桁月2桁日2桁連番3桁)

③品番
TSI、シップスは-(ハイフン)を省略して、呼出ツール使用

④品名
仕様書に記載の品名 ※スタンドスキッパーBLなど具体的な

⑤アイテム名
一般的な、ブラウス、ジャケットなど(JKなどのような省略は不可)

※ブランドコード、仕入先コード、加工先コード
TSI、シップスの場合は、呼出ツール使用の為、自動で出てきます

⑥独自アパレル 選択式
アパレルメーカーや店舗などになります
※下札や洗濯ネームに会社名が入ってます

⑦独自ブランド 選択式
上記独自アパレルを選択すると紐づいたブランドが表示されます

⑧独自仕入先 選択式
上記独自ブランド同様、紐づいた仕入先が表示されます

⑨独自加工先 選択式
上記仕入先同様、紐づいた加工先が表示されます



⑩商社 選択式
検品代の請求先
貿易公司の場合も有り

⑪商社部署名
上記商社の部課名と担当者名

⑫工場名
縫製工場名(貿易公司ではない)

⑬工場責任者
工場の責任者名

⑭検品所責任者 選択式
事前に登録可

⑮備考
別注品番等を記入

⑯不良項目パターン
01・・・TSI、シップス
02・・・独自アパレルの布棉
03・・・独自アパレルのカット、ニット
04・・・靴
05・・・バック

⑰実施内容、検品区分、全量返品

⑱登録



※SKUの数だけ繰り返す

サイズ 色番(アスプリ色番)色名 バーコード読み込み 入荷数



HOME画面
B品SCANツールを選択

※ログイン後は必ずこの画面となる。

B品SCANツール



B品SCANツール
①商品のバーコードを読み込む

②不良項目のバーコードを読み込む(不良品バーコードには５つパターンが有るので注意)

※不良品バーコードの出力方法は別紙次ページにて紹介

③下の段に追加されていきます

④SKU毎に確認→登録を行う(登録してしまうと、追加登録は不可)※手動編集可

① ②

③
④



HOME画面
検品管理メニューを選択

↓
不良品項目出力を選択

不良品バーコード出力１



出力したいパターン番号を選択

※パターン０１＝jiisa推奨１６項目
↓
印刷用レイアウトを選択

印刷用レイアウトを選択するとバーコー
ドのみの画面になるので印刷する。

不良品バーコード出力２



HOME画面
ASNツールを選択

※ログイン後は必ずこの画面となる。

ASNツール



①アパレルを選択し作成
②⼊荷登録時のアパレルと独⾃アパレルを選択して作成

例︓②パターン

②グループが作成されるので、確認して編集をクリック

①

②



①カートンNoを入力(任意)
②商品のバーコードを読み込む→下に追加されていく

③間違った場合は行削除項目の削除をクリックしカートンSCANをやり直しする。
④カートンに入れ終わったらカートン登録／パッキングシール出力をクリック→保存されます

※カートン登録すると、変更不可になるので注意

⑤備考のある場合は、編集から記入可能

カートン毎に上記の作業を繰り返す。

①

②

⑤

③

④



ASN出荷登録を選択すると出荷登録出来ます。

カートン毎に確認をクリックし、間違いないことを確認してから登録を行う

③

②①



HOME画面
検品管理メニューを選択

独自アパレル追加方法



検品管理メニュー

独自アパレル一覧を選択



③ ④

①

②

①新規追加 ＋部分を選択

②新規独自アパレル名を入力

③新規独自アパレル略称を入力

④新規登録を選択

独自ブランド、独自仕入先、独自加工先も同様の方法で追加可能


